
欝
究
に
氣
の
多
い
入
の
麗
麗
に
見
る
複
雑
な
示
峻
、
こ
其
興
遮
の
如

き
も
の
が
こ
・
に
窺
は
れ
る
。
表
面
蓮
事
な
く
見
ゆ
る
事
實
が
説

明
に
つ
れ
て
語
彙
し
て
贈
る
こ
「
こ
が
多
い
。
こ
の
關
聯
の
展
開
は

九
し
か
に
本
書
の
特
色
で
あ
り
葺
く
も
の
を
し
て
誰
き
ざ
る
颪
白

味
を
輿
へ
る
。
諸
篇
中
「
水
の
女
」
に
関
聯
す
る
も
の
「
信
太
妻
の

話
」
「
翁
の
嚢
生
」
「
花
の
話
」
な
¶
ご
は
そ
の
特
色
を
あ
ら
は
し
て
み

る
。

　
『
國
女
學
篇
』
に
は
、
は
じ
め
に
「
隠
文
塵
め
獲
蛋
」
の
歴
覧
が
ま

れ
び
・
こ
の
．
研
究
か
ら
始
ま
っ
て
、
訪
問
入
の
饗
癒
、
覗
書
職
，
乞

食
、
組
漿
の
群
行
な
，
こ
の
考
謹
に
入
っ
て
、
古
代
蛋
活
の
特
殊
相

を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
幽
文
學
が
腰
文
に
よ
っ
て
嚢
生
し
、
そ
れ

が
「
か
み
ご
ミ
」
（
遊
撃
）
に
あ
り
、
口
頭
の
文
章
・
こ
し
て
の
叙
事
詩
、

語
部
幌
言
の
学
園
が
あ
る
な
3
を
こ
、
で
取
扱
っ
て
み
る
。
其
他

「
短
歌
本
質
の
成
立
の
時
代
」
も
幾
多
の
示
峻
に
富
ん
だ
論
文
で
あ

る
。　

萬
葉
集
研
究
も
亦
著
者
が
長
年
の
研
究
の
一
部
で
あ
っ
て
、
近

時
萬
葉
集
の
．
研
究
が
到
る
唱
こ
こ
ろ
で
唱
へ
ら
れ
て
る
る
う
ち
に
、

本
書
に
は
、
著
者
面
恥
の
観
察
が
あ
っ
て
、
萬
葉
集
の
文
化
史
的

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

研
究
ε
し
て
も
既
往
の
論
述
に
輩
類
を
見
な
い
も
の
噌
こ
言
っ
て
よ

い
。
日
本
書
－
こ
日
本
紀
な
争
こ
も
日
水
の
古
代
の
史
學
思
想
の
こ
圃

に
賜
れ
た
面
白
い
考
で
あ
る
。
（
大
岡
虚
書
店
獲
行
民
俗
篇
四
七
、

○
○
、
國
文
學
篇
復
七
、
五
〇
）
〔
西
団
〕

　
　
⑳
日
本
法
制
史
論
　
　
　
　
　
　
牧
　
　
健
二
著

　
著
考
は
國
史
學
，
こ
法
律
學
を
修
め
て
、
今
京
都
大
藩
法
學
部
に

口
本
法
制
史
を
講
ぜ
ら
れ
る
が
こ
の
學
問
経
罐
か
ら
し
て
、
本
書

の
持
つ
意
義
を
推
定
す
る
に
困
難
で
な
い
。
第
一
編
緒
論
に
、
法

律
家
の
法
制
史
ミ
歴
史
家
の
法
制
史
、
こ
の
乖
離
を
非
ε
し
て
、
新

し
い
法
捌
史
の
研
究
方
法
を
提
唱
し
そ
の
理
論
を
實
現
せ
ん
、
こ
し

て
み
る
。
第
二
編
氏
族
不
文
法
の
時
代
で
漁
幽
陣
を
以
て
法
律
の

　
　
　
ヘ
　
へ

存
在
を
獲
比
す
る
の
セ
場
よ
り
上
代
の
史
料
を
法
の
光
に
淳
び
上

ら
せ
て
、
そ
の
生
．
命
を
見
そ
の
購
系
を
立
て
ん
、
こ
す
る
。
殊
に

上
代
法
制
の
精
霊
に
就
て
究
明
に
つ
、
こ
め
成
果
を
爆
げ
て
る
る
。

そ
の
特
質
を
求
め
て
義
務
本
位
な
る
鮎
を
描
鳩
し
て
み
る
な
き
注

意
を
惹
く
。
爾
本
書
に
っ
き
憎
二
の
希
望
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

　

　
著
者
が
民
族
學
的
入
類
學
的
立
場
に
多
く
顧
み
な
か
っ
た
こ

（
「
こ
、
こ
れ
は
多
少
の
三
頭
は
な
さ
れ
て
る
る
が
、
然
し
大
部
分
は

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
七
　
（
　
四
三
九
）



　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
第
十
四
谷
　
　
紹
．
　
介

記
紀
の
記
事
に
穿
て
、
藩
命
の
註
灘
に
よ
る
整
理
に
終
始
し
て
贋

る
。
然
し
記
紀
は
勿
論
こ
の
國
の
成
立
瓢
こ
嚢
逮
の
記
録
で
あ
っ
て

人
民
の
蛋
活
を
蜀
象
、
こ
し
て
な
い
。
從
っ
て
そ
れ
に
見
ゆ
る
資
料

に
の
み
依
頼
す
る
峙
、
「
費
買
・
貸
借
・
奴
隷
解
放
の
如
き
行
爲

に
就
て
、
行
頭
の
方
式
－
こ
し
て
傳
へ
ら
れ
た
も
の
が
な
く
假
に
在

っ
た
に
し
て
も
見
る
べ
き
程
の
も
の
は
な
か
っ
た
ミ
推
定
せ
ら

れ
る
」
（
一
四
四
頁
）
。
然
し
古
代
早
言
制
度
に
締
て
の
研
究
は
今

時
の
就
會
人
類
曝
者
の
課
題
で
あ
り
ま
だ
断
片
で
は
あ
．
る
が
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
設
立
が
試
み
ら
れ
て
み
る
も
の
が
あ
る
。
二
に
認
識
の
鋤
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

就
て
、
法
を
「
肚
會
連
帯
の
右
形
的
シ
ン
ボ
ル
」
ε
す
る
デ
ユ
ル
ケ

ー
ム
の
論
を
参
照
さ
る
導
き
立
場
で
あ
っ
て
、
密
婦
志
に
見
ゆ
る

卑
彌
呼
國
の
記
事
が
日
本
法
制
史
上
に
重
要
な
資
料
を
含
む
事
を

認
め
ら
れ
つ
、
、
政
治
の
形
式
に
就
い
て
一
部
學
界
に
存
在
を
信

ぜ
ら
れ
て
る
る
導
入
政
治
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
叉
家
族

の
條
で
価
系
家
族
の
存
在
に
就
て
今
…
癒
の
考
察
が
識
し
て
頂
き

た
か
っ
た
ハ
．
こ
れ
は
上
代
駄
會
生
活
の
基
本
的
の
も
の
で
あ
ら
う

か
ら
。
叉
こ
れ
一
こ
關
饗
し
て
婚
姻
法
も
よ
り
組
織
的
に
理
解
さ
れ

る
の
で
な
か
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
【
一
入
（
四
四
〇
）

　
　
紹
介
は
た
“
上
代
に
止
る
の
を
遽
憾
、
こ
す
る
。
菊
版
六
三
渡
頁

　
を
翻
し
て
朝
廷
三
法
臨
代
上
を
終
る
膨
大
な
組
立
で
あ
る
が
そ
れ

　
が
一
貫
し
た
立
場
か
ら
整
序
さ
れ
て
渾
然
た
る
一
命
系
を
作
れ
る

　
事
は
從
來
か
塗
る
方
面
に
乏
し
か
っ
た
墨
界
の
大
き
な
牧
獲
で
あ
．

　
ら
う
。
然
も
爾
精
緻
な
記
蓮
ε
該
博
な
引
・
憲
ミ
は
論
文
集
璃
こ
し
て

　
の
特
色
も
兼
ね
た
も
の
、
こ
思
は
れ
る
。
　
，
ほ
の
ぼ
の
、
こ
光
明
に
接
し

、

　
た
る
が
如
く
に
思
へ
て
」
、
組
織
的
な
ろ
具
眼
」
の
…
部
を
な
さ
れ

　
た
愚
者
の
努
力
ミ
光
榮
を
出
し
そ
の
完
成
を
断
の
つ
・
、
一
夕
概

　
究
室
に
お
い
て
親
し
く
淳
々
煽
こ
し
て
訓
へ
を
賜
は
つ
た
厚
誼
を
思

　
ひ
つ
・
、
か
・
る
蕪
辮
を
蓮
ね
た
事
に
つ
い
て
寛
容
を
乞
は
ね
ば

　
な
ら
な
い
（
菊
版
六
三
五
頁
、
弘
文
早
智
行
、
軽
四
、
○
○
滝
藤
〕

　
　
　
麟
日
本
宗
激
史
の
研
究
　
　
　
　
長
沼
　
賢
海
著

　
　
宗
教
史
の
研
究
家
S
し
て
の
著
者
の
下
穿
二
十
年
問
の
掌
蹟
を

　
冷
め
て
一
巻
「
こ
し
た
も
の
で
「
親
思
寺
入
の
研
究
」
「
蓮
如
上
入
、
こ

　
↓
揆
運
動
」
「
念
佛
檜
の
妻
」
、
天
満
天
憩
の
信
仰
σ
愛
遷
［
「
倭
奉
こ

　
バ
ハ
ン
船
及
聴
器
」
「
西
宮
え
び
す
紳
」
、
安
藝
門
徒
・
こ
嚴
島
及
び
石

　
由
の
戦
雫
」
「
大
里
…
天
の
形
容
及
び
信
仰
の
論
罪
」
「
同
上
績
篇
」
「
天

　
草
の
は
な
μ
切
支
丹
の
研
究
旨
宗
像
紳
駄
の
阿
彌
陀
緯
石
下
時
頼
、


